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表－１　高強度無収縮モルタル材料特性

フロー値

ブリージング率

1日 28日

+0.16％ +0.06％

圧縮強度

練り混ぜ条件：気温20℃，水／プレミックスモルタル＝2.8kg／25.0kg

付着強度

7日

+0.08％

1.5N/mm
2

7日 28日

膨張収縮率

130.0N/mm
2
（28日）

236mm

0.0％

1.2N/mm
2
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１．はじめに

　従来は場所打ちで施工されていた規模のコンクリート構造物も、近年社会的なニーズとしてプレキャスト

コンクリート製品化され、これらの製品はますます大型化、大断面化の傾向にある。また、施工性、運搬性

に優れた位置で分割し、現場で容易に一体化できる工法の開発が求められている。一方、地中構造物では、

接合部の構造性能以外に使用上、耐久性能上、水密性が大きな課題である。

　著者らは、これらの課題を克服するプレキャスト部材接合方法として、モルタル充填継手を使用し、接合

位置に断面欠損部が無く、かつ接合面に止水に優れたコッターを設けた新しい工法を開発した。本報は、大

型プレキャスト部材を対象とした本工法開発の一環として行った実験のうち、部材接合部の水密性に関する

実験結果である。

２．工法概要

　本工法は、図-１に示すように部材

接合にモルタル充填継手を埋設し、

部材接合面長手方向に溝状のコッタ

ーを設け、モルタル充填継手内へ高

強度無収縮モルタルを充填する際、

コッター内にも同時に同じモルタル

を充填する工法であり、コッターが

せん断キーと止水の機能を有するこ

とを特徴としている。

３．モルタル充填試験

透水試験に先立って、実大規模の試験体を用いて継

手部および目地部（コッター）へのモルタル充填実験

を行った。充填材である高強度無収縮モルタルの材料

特性を表-１に示す。また、充填試験のモルタル流路を

図-２に示す。モルタル充填は継手の一箇所の注入孔か

らポンプにより注入し、コッター部を経て継手内へ充

填する方法とした。２８日経過後にコッター部を水平

にコア抜きし、切断したものを写真－１に示す。

目視により、継手部、コッター内部ともに十分に充

填されていることを確認した。

図－１　工法概要
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図－５　曲げ載荷曲線

　　　　（透水試験Ｂ）
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図－２　モルタル充填性確認実験

写真－１　充填実験ボーリングコア断面
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図－７　透水試験Ｂ

　　　　　（残留変形時）
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図－６　透水試験Ｂ

　　　　（変形なし）
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図－３　透水試験Ａ
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４．透水試験

　透水試験は、接合面の処理方法の違いによる水密性を

検討する透水試験Ａ、実大断面部材に曲げ変形を与えた

場合の水密性を検証する透水試験Ｂである。

　透水試験Ａは、図-３に示すような目地部に普通モルタ

ルおよび無収縮モルタルを充填したもの、打ち継ぎ処理

後、打ち継いだものの３種類とした。実験結果を図-３に

示す。目地部に無収縮モルタルを充填した試験体は通常

の打継ぎ部と浸透範囲は同等である。また、水圧 50kN/m2

と 100kN/m2で浸透深さは異なるが、浸透範囲に大きな差

はなく、傾向はほぼ同じであった。目地に普通モルタル

を充填した場合は、加圧直後から下面より水が流出し止

水効果が期待できないことが分かった。

　透水試験Ｂは加圧治具（内径 185mm）幅以外をコー

キング材で止水し、曲げ変形の有無による加圧時の透水

量を計測した。試験は同一圧力を５～１５分間保持し次

の水圧ステップへ移行した。載荷概要を図－４に、載荷

時の曲げ変位曲線を図－５に示す。曲げ変形を与えない

場合の試験結果を図－６に示す。図には参考のために実

施した簡易ゴムシール(EPDM 単泡スポンジ：w20×

t15mm)の結果を示している。止水ゴムは水圧 20kN/m2

を越えると漏水が始まった。モルタル目地は水圧

800kN/m2 まで漏水は認められなかった。また、曲げ変

形を与えた場合、主筋降伏相当変位の部材角 0.6／

100rad.においても水圧 400kN/m2 まで漏水は認められ

なかった。除荷後の残留変形時（部材角 0.16／100rad.）

においては図－７に示すように低い水圧段階から漏水が

始まったが、漏水量は最大で 65ml/min.程度であった。

５．おわりに

　実験の結果、本工法におけるモルタルの充填性と目地

部の水密性が確認できた。
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図－４　透水試験Ｂの載荷概要
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